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１ 大 沼 の 概 要 

 (1) 大沼の生い立ち 

大沼湖沼群は、｢七飯町の地質｣によると、留の湯溶結疑灰岩が大沼から鹿部にかけて

流れていた河川をせき止めて古大沼を形成し、その後駒ヶ岳から流れ下った火山砕屑流

堆積物(流れ山泥流)により、古大沼は分断され、大沼、小沼、蓴菜沼、婆々沼が形成さ

れたと説明されている。同様な考えは、古くは加藤武雄氏(1909)が述べており、駒ヶ岳

山頂から大きく東方に開いた大火口から流れ出た軽石流を浮石質な馬蹄型火口泥流と名

づけ、これが折戸川をせき止めて大沼を形成したと述べている。 

これに対し、水野裕氏(1964)はこの軽石流を折戸軽石流とよび、この堆積物は厚さが

全般的にうすく、せき止部とみられる銚子口付近の谷壁にはほとんどなく、むしろ大岩

岩屑流の堆積物が折戸川の右岸にも左岸にも厚く存在するところから、大沼の成因は大

岩岩屑流によるものと考えた。この大岩岩屑流は駒ヶ岳より南に流れたものであり、小

沼もこの大岩岩屑流が宿野辺川をせき止めて形成したと考えた。 

いずれにしても、古折戸川が駒ヶ岳の流れ山泥流によってせき止められて形成したと

考える点においては同一といえる。 

この流れ山泥流は多量の暗灰青色の安山岩角礫と、これらの間をうずめる暗灰色の火

山灰や火山砂からなる集塊質凝灰岩状の砕屑流であり、大沼の大小の島や湖岸平野部の

小山(流れ山)をつくっている。 

大沼湖沼地帯や現在の水田地帯では、直径１ｍ以上もある埋もれ木が泥炭層から発見

されており、この地帯が、かつて森林地帯であったことを示している。 

(｢七飯町史(昭和 51年七飯町)｣、｢七飯町史続刊(平成 13年七飯町)｣より) 

 

 (2) 大沼開拓等の歴史 

年   代 事             項 

約 8,000年前 

約 500年前 

1640年(寛永 17年) 

1799年(寛政 11年) 

 

 

1849年(嘉永２年) 

1856年(安政３年) 

1858年(安政５年) 

1865年(慶応元年) 

1871年(明治４年) 

 

縄文時代、小沼西岸各地区に集落があった。 

そのころ、和人が住み着いていたと思われる。 

駒ヶ岳が大噴火 

このころ、津軽の人垣原治六が宿野辺(現赤井川、駒ヶ岳地区)に移住

し、休所を開く。 

 

奥羽凶作による窮民数戸が軍川地区に入り、開墾に従事 

駒ヶ岳が大噴火 

函館奉行が軍川村に牧場を開き、牛 50余頭を入れ管理を行った。 

旧相馬藩が軍川村開発事業を起こす。 

開拓使函館支庁長時任為基、大沼湖に鯉、鮒を移殖した。 
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1872年(明治５年) 

 

1892年(明治 25年) 

1903年(明治 36年) 

1905年(明治 38年) 

1909年(明治 42年) 

1915年(大正４年) 

1922年(大正 11年) 

1924年(大正 13年) 

1927年(昭和２年) 

 

 

1929年(昭和４年) 

 

1958年(昭和 33年) 

1961年(昭和 36年) 

1964年(昭和 39年) 

1966年(昭和 41年) 

 

1972年(昭和 47年) 

1976年(昭和 51年) 

 

1981年(昭和 56年) 

1984年(昭和 59年) 

1988年(昭和 62年) 

1989年(平成元年) 

1996年(平成８年) 

1997年(平成９年) 

 

2001年(平成 13年) 

2007年(平成 19年) 

 

2017年(平成 29年) 

函館～森間の国道開通 

このころより、宿野辺村(現赤井川、駒ヶ岳地区)で木炭製造はじまる。 

青木喜三郎、宿野辺村の開墾に着手 

函樽鉄道開通、大沼駅が開業 

駒ヶ岳が噴火 

大沼にはじめてエビを移殖 

大沼が新日本三景に入選 

道立大沼公園開設 

駒ヶ岳が噴火 

大沼、小沼、蓴菜沼に網走湖からワカサギの卵 280万粒、琵琶湖から源

五郎鮒 1,200尾を移殖 

 

駒ヶ岳が噴火 

函館･大沼間自動車道路開通 

大沼国定公園となる。 

大野平野灌漑排水事業着工 

大沼浚渫。姫川の切替(大沼へ導水) 

北電七飯発電所運転開始 

（大沼の放水先変更(噴火湾→函館湾) 

大沼に環境基準の類型指定（COD） 

大沼特定環境保全公共下水道事業着手 

道道大沼公園線全面舗装 

大沼環境保全計画策定(七飯町) 

国営農地開発事業開始 

大沼に環境基準の類型指定(全リン) 

大沼特定環境保全公共下水道が供用開始 

大沼環境保全対策協議会設立 

大沼環境保全対策協議会により大沼環境保全計画策定 

（計画期間 平成 9年度から平成 18年度までの10年間） 

国営農地開発事業完了 

大沼環境保全対策協議会により新たな大沼環境保全計画策定 

（計画期間 平成 19年度から平成 28年度までの 10年間） 

大沼環境保全対策協議会により大沼環境保全計画策定 

（計画期間 平成 29年度から平成 38年度までの 10年間） 
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 (3) 大沼の諸元 

表 1 大沼の主な物理諸元   

湖 面 積 9.05k㎡ 湖 周 囲 延 長 34.3㎞ 

湖 体 積 42,800千㎥ 高 度 130m 

最 大 水 深 13.6m 滞 留 時 間 0.25年 

平 均 水 深 4.7m 集 水 域 面 積 196.50k㎡ 

(北海道の湖沼(平成 17年北海道環境科学研究センター)より) 

 

 (4) 大沼周辺の自然環境 

  ① 湖内及び周辺の植生 

     湖内：ネムロコウホネ、エゾヒツジグサ、ヒルムシロ、ヨシ、ガマなど 

     湖畔：ダケカンバ、シナノキ、ミズナラ、カシワなど 

     周辺：ミネヤナギ群落、イヌコリヤナギ群落、ススキ群落、ドロノキ群落、ウダ 

        イカンバ群落、シラカンバ群落、ウラジロタデ群落など 

  ② 湖内及び周辺の動物 

     湖内：ワカサギ、コイ、フナ、エビ、ウグイ、アメマス、イトヨ、ウキゴリ、ヨシ

ノボリ、ソウギョなど 

     周辺：(哺乳類)ユキウサギ、シマリス、キツネなど 

        (鳥 類)エゾライチョウ、シジュウカラ、アカゲラ、ウグイス、オオルリ、

アオサギ、マガモ、カルガモ、オオハクチョウなど 

(大沼国定公園管理指針(平成 3年 3月北海道)より) 

 

 (5) 流 域 の 状 況 

  ① 大沼流域の地区別人口及び世帯数 

(単位：人、世帯) 

地 区 区 分 
七     飯     町 森   町 

計 
大 沼 西大沼 東大沼 軍 川 上軍川 駒ヶ岳 赤井川 

人 口 

H28,10

現 在 
1,388 120 194 206 333 477 403 3,121 

H20,10

現 在 
1,540 174 248 253 365 541 426 3,547 

H8,10

現 在 
1,810 224 310 345 438 584 392 4,103 

世帯数 

H28,10

現 在 
733 58 100 99 151 248 206 1,595 

H20,10

現 在 
712 52 112 103 143 251 204 1,577 

H8,10

現 在 
650 71 111 114 135 197 157 1,435 

(七飯町、森町調べ) 



4 

 

  ② 大沼地域における水質汚濁防止法に係る特定事業場数 

市町村名 区 分 
排水量 50㎥/日以上 排水量 50㎥/日未満 

事業場数 業    種 事業場数 業    種 

七 飯 町 

H 2 9 , 1

末 現 在 
２ 

旅館(1) 

終末処理場(1) 
19 

旅館(4)、食品飲料製

造(2)、畜産農業(12) 

肥料製造(1) 

H20,1,1

現 在 
２ 

旅館(1) 

終末処理場(1) 
13 

旅館(3)、食品製造(2) 

畜産農業(8) 

H9,1 末

現 在 
１ 終末処理場(1) 12 

旅館(5)、食品製造(2) 

畜産農業(5) 

森  町 

H 2 9 , 1

末 現 在 
２ 

旅館(1) 

し尿処理施設(1) 
４ 旅館(1)、畜産農業(3) 

H20,1,1

現 在 
２ 

旅館(1) 

し尿処理施設(1) 
７ 

食品製造(2)、旅館(2) 

畜産農業(3) 

H9,1 末

現 在 
２ 

旅館(1) 

し尿処理施設(1) 
３ 

食品製造(1)、旅館(1) 

畜産農業(1) 

計 

H 2 9 , 1

末 現 在 
４  23  

H20,1,1

現 在 
４  20  

H9,1 末

現 在 
３  15  

※下水道接続事業所除く (渡島総合振興局調べ) 

③ 大沼流域における家畜飼育頭数 

(単位：頭、羽) 

市 町 村 名 区 分 牛 豚 鶏 馬 羊 

七 飯 町 

H29,2 現在 13,517 40 930 44 217 

H20,2 現在 10,887 557 12,500 22 0 

H8,2 現在 6,713 54 1,000 12 0 

森 町 

H29,2 現在 365 17,653 131,860 50 34 

H20,2 現在 477 21,754 123,413 118 20 

H8,2 現在 361 4,150 221,800 64 17 

計 

H29,2 現在 13,882 17,693 132,790 94 251 

H20,2 現在 11,364 22,311 135,913 140 20 

H8,2 現在 7,074 4,204 221,800 76 17 

(七飯町、森町調べ) 
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  ④ 大沼地区における観光客入込み数の推移 

                                                  (単位：千人) 

平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 

1,065 1,233 1,398 1,406 1,446 1,622 

                                                 (七飯町調べ) 

 

２ 大沼の水質の状況 

 (1) 大沼におけるＣＯＤ(化学的酸素要求量)の経年変化 

(単位：㎎/ℓ) 

年度 
大 沼 環境基準

達成状況 

小 沼 環境基準 

達成状況 最小値～最大値 平均 75%値 最小値～最大値 平均 75%値 

Ｓ４８ 2.3 3.6 2.9  3.6 × 2.6 3.6 3.1 3.6 × 

Ｓ４９ 1.2 2.5 1.8  1.8 ○ 1.5 2.4 2.0 2.3 ○ 

Ｓ５０ 1.8 2.5 2.5  2.7 ○ 2.0 3.2 2.7 2.9 ○ 

Ｓ５１ 2.1 3.3 2.6  2.9 ○ 2.4 3.2 2.8 2.7 ○ 

Ｓ５２ 2.2 3.9 2.8  3.1 × 2.4 3.6 2.9 3.5 × 

Ｓ５３ 2.0 3.7 2.6  3.0 ○ 2.4 3.6 2.9 3.1 × 

Ｓ５４ 2.0 2.9 2.5  2.7 ○ 2.5 3.0 2.7 3.0 ○ 

Ｓ５５ 2.3 3.6 3.0  3.4 × 2.5 3.7 3.2 3.6 × 

Ｓ５６ 1.6 3.6 2.8  3.1 × 2.2 4.8 3.4 4.4 × 

Ｓ５７ 2.1 3.3 2.7  3.1 × 2.9 4.7 3.6 3.8 × 

Ｓ５８ 2.7 3.8 3.1  3.3 × 3.4 4.0 3.8 4.0 × 

Ｓ５９ 1.8 3.8 3.0  3.6 × 2.5 5.3 3.8 4.4 × 

Ｓ６０ 1.6 4.1 2.8  3.3 × 2.3 3.9 3.4 3.9 × 

Ｓ６１ 2.1 3.5 2.7  3.0 ○ 2.0 3.8 3.0 3.4 × 

Ｓ６２ 2.0 3.4 2.9  3.2 × 2.8 5.1 4.0 5.0 × 

Ｓ６３ 2.2 3.4 2.8  3.1 × 2.8 3.8 3.4 3.7 × 

H１ 2.6 4.4 3.4  3.7 × 3.0 4.8 3.8 4.3 × 

H2 2.7 3.5 3.2  3.4 × 3.3 4.5 3.7 3.9 × 

H3 2.7 5.7 3.7  4.1 × 3.0 6.5 4.4 5.3 × 

H4 2.5 4.8 3.6  4.4 × 2.5 6.5 4.6 5.7 × 

H5 2.3 5.8 4.0  5.2 × 3.3 7.2 5.0 6.7 × 

H6 3.3 4.5 3.7  4.0 × 3.1 7.7 5.0 6.0 × 

H7 1.9 3.9 3.2  3.8 × 2.5 5.4 3.9 4.6 × 

H8 2.2 4.2 3.4  3.8 × 3.0 8.1 5.0 6.7 × 

H9 2.4 4.8 3.5  4.3 × 3.1 5.2 4.3 5.1 × 

H10 2.8 5.2 3.6  5.0 × 2.8 6.0 4.2 5.8 × 

H11 2.2 6.8 3.7  3.6 × 2.9 7.2 4.5 7.2 × 

H12 2.1 4.9 3.2  3.9 × 2.0 5.5 3.6 4.4 × 

H13 1.9 5.6 4.1  4.5 × 2.2 7.0 4.7 5.0 × 

H14 1.9 6.7 4.2  4.1 × 3.0 6.6 4.8 5.5 × 

H15 2.7 6.3 4.0  4.7 × 3.0 5.7 4.4 4.7 × 

H16 2.6 7.5 4.0  4.0 × 3.1 8.3 5.2 5.9 × 

H17 2.3 6.3 3.8 3.4 × 2.4 8.6 4.6 4.4 × 
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H18 2.6 4.8 3.7 4.0 × 3.0 6.3 4.3 5.0 × 

H19 2.9 5.6 3.6 3.1 × 2.7 5.4 3.9 4.2 × 

H20 2.3  4.5  3.1  2.8  ○ 2.6  5.8  4.0  3.8  × 

H21 3.2  5.0  3.9  4.1  × 2.7  6.0  4.3  5.2  × 

H22 2.7  5.5  3.6  3.2  × 2.7  7.6  4.6  4.2  × 

H23 2.3  3.5  2.9  2.9  ○ 2.2  4.3  3.7  4.3  × 

H24 2.4  3.1  2.8  2.9  ○ 2.5  4.6  3.5  3.5  × 

H25 2.7  3.8  3.4  3.8  × 2.7  5.2  3.6  3.3  × 

H26 2.5  4.3  3.2  3.2  × 2.5  5.0  3.9  4.6  × 

H27 2.1  4.5  3.3  3.3  × 2.1  5.3  4.0  4.6  × 

H28 2.3 4.3 3.1 3.2 × 2.4 4.3 3.6 4.0 × 

(渡島総合振興局調べ) 

 

 大沼における水質経年変化グラフ（COD） 

 

 

 （２）大沼におけるＴ－Ｐ(全リン)の経年変化 

(単位：㎎/ℓ) 

年度 
大 沼 環境基準

達成状況 

小 沼 環境基準

達成状況 最小値～最大値 平均 最小値～最大値 平均 

Ｓ５８ 0.011  0.100  0.036  - 0.010  0.037  0.021  - 

Ｓ５９ 0.009  0.013  0.011  - 0.007  0.023  0.017  - 

Ｓ６０ 0.014  0.051  0.027  - 0.010  0.047  0.025  - 

Ｓ６１ 0.007  0.032  0.016  - 0.011  0.043  0.020  - 

Ｓ６２ 0.012  0.037  0.020  ○ 0.011  0.033  0.018  ○ 

Ｓ６３ 0.008  0.026  0.016  ○ 0.009  0.035  0.023  ○ 

H１ 0.017  0.042  0.027  ○ 0.016  0.032  0.025  ○ 

H2 0.013  0.032  0.022  ○ 0.012  0.028  0.019  ○ 

H3 0.009  0.038  0.027  ○ 0.014  0.059  0.032  × 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0
大沼75%値 

小沼75%値 

環境基準 

年度 

(mg/ℓ) 
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H4 0.013  0.045  0.021  ○ 0.018  0.036  0.027  ○ 

H5 0.013  0.068  0.041  × 0.019  0.057  0.039  × 

H6 0.009  0.026  0.014  ○ 0.008  0.024  0.018  ○ 

H7 0.005  0.020  0.012  ○ 0.004  0.030  0.015  ○ 

H8 0.009  0.027  0.019  ○ 0.008  0.028  0.019  ○ 

H9 0.014  0.029  0.021  ○ 0.017  0.036  0.027  ○ 

H10 0.003  0.033  0.020  ○    <0.003 0.026  0.020  ○ 

H11 0.016  0.058  0.027  ○ 0.019  0.054  0.029  ○ 

H12 0.014  0.032  0.023  ○ 0.018  0.034  0.026  ○ 

H13 0.013  0.032  0.022  ○ 0.018  0.050  0.027  ○ 

H14 0.015  0.043  0.025  ○ 0.016  0.045  0.028  ○ 

H15 0.019  0.052  0.028  ○ 0.019  0.033  0.026  ○ 

H16 0.016  0.044  0.026  ○ 0.020  0.043  0.031  × 

H17 0.013  0.036  0.025  ○ 0.015  0.037  0.025  ○ 

H18 0.015 0.027 0.022 ○ 0.015 0.043 0.027 ○ 

H19 0.023 0.046 0.035 × 0.026 0.033 0.030 ○ 

H20 0.005  0.032  0.020  ○ 0.009  0.040  0.026  ○ 

H21 0.033  0.034  0.034  × 0.016  0.039  0.027  ○ 

H22 0.018  0.035  0.025  ○ 0.012  0.041  0.027  ○ 

H23 0.031  0.054  0.039  × 0.017  0.044  0.032  × 

H24 0.020  0.026  0.023  ○ 0.019  0.034  0.026  ○ 

H25 0.018  0.039  0.030  ○ 0.016  0.036  0.024  ○ 

H26 0.014  0.034  0.022  ○ 0.011  0.038  0.027  ○ 

H27 0.018  0.040  0.025  ○ 0.026  0.032  0.029  ○ 

H28 0.017 0.035 0.025 ○ 0.015 0.029 0.024 ○ 

 (渡島総合振興局調べ) 

 

 大沼における水質経年変化グラフ(全リン) 

 

 

0.000

0.010

0.020

0.030

0.040

0.050

大沼平均値 

小沼平均値 

環境基準 

年度 

(mg/ℓ) 
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（３）大沼におけるＴ－Ｎ(全窒素)の経年変化 

                (単位：㎎/ℓ) 

年度 
大 沼 小 沼 

最小値～最大値 平均 最小値～最大値 平均 

Ｓ５８ 0.15  0.38  0.24  0.06  0.32  0.20  

Ｓ５９ 0.17  0.55  0.31  0.25  0.44  0.36  

Ｓ６０ 0.28  0.42  0.32  0.24  0.46  0.31  

Ｓ６１ 0.26  0.43  0.35  0.29  0.52  0.37  

Ｓ６２ 0.19  0.37  0.31  0.23  0.52  0.32  

Ｓ６３ 0.26  0.57  0.44  0.24  0.60  0.44  

H１ 0.16  0.74  0.52  0.15  0.76  0.51  

H2 0.30  0.77  0.46  0.28  0.85  0.47  

H3 0.44  0.81  0.58  0.47  0.78  0.62  

H4 0.26  0.59  0.42  0.26  0.57  0.39  

H5 0.25  0.41  0.34  0.22  0.59  0.37  

H6 0.29  0.67  0.45  0.40  0.56  0.48  

H7 0.26  0.51  0.38  0.22  0.48  0.36  

H8 0.29  0.60  0.48  0.36  0.55  0.45  

H9 0.35  0.79  0.58  0.32  0.67  0.55  

H10 0.48  0.70  0.59  0.48  0.69  0.57  

H11 0.41  0.94  0.63  0.49  0.80  0.59  

H12 0.62  0.77  0.72  0.50  0.78  0.66  

H13 0.38  0.79  0.62  0.54  0.88  0.64  

H14 0.49  1.00  0.73  0.46  1.00  0.71  

H15 0.40  0.84  0.61  0.36  0.86  0.54  

H16 0.34  0.87  0.61  0.36  0.88  0.65  

H1７ 0.50  0.95  0.72  0.44  1.10  0.68  

H18 0.36 1.20 0.72 0.43 0.96 0.65 

H19 0.38 1.00 0.66 0.42 0.65 0.54 

H20 0.20  0.86  0.49  0.27  0.58  0.46  

H21 0.33  0.77  0.55  0.12  0.94  0.47  

H22 0.43  0.86  0.70  0.37  0.83  0.68  

H23 0.45  0.88  0.70  0.54  0.72  0.61  

H24 0.23  1.20  0.68  0.31  0.87  0.59  

H25 0.67  1.90  1.00  0.69  0.85  0.79  

H26 0.33  0.85  0.53  0.33  0.71  0.53  

H27 0.31  0.85  0.62  0.38  0.90  0.67  

H28 0.36 1.10 0.67 0.29 0.90 0.57 

                (渡島総合振興局調べ) 
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大沼における水質経年変化グラフ(全窒素) 

 

 

（４）大沼水質測定地点図 
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３ 用語解説 

 (1) ＣＯＤとは 

    ＣＤＤ＝Chemical Oxigen Demand ＝化学的酸素要求量 

    海水などに含まれる被酸化物質(主として有機物)を、酸化剤を用いて一定の条件のも

とで酸化するときに消費される酸化剤の量を、酸素の量に換算したもの。 

    酸化剤によって酸化される物質には無機物もあるが、大部分は有機物なのでＣＯＤは

海域及び湖沼における有機物による水質汚濁の指標となっている。 

    ＣＯＤの数値が大きい場合は、水中に存在する有機物の量が大きいことを意味し、有

機物による水質汚濁の程度が大きいことになる。 

 

 (2) Ｔ－Ｐ(全リン)とは 

    水中に存在するリン酸イオン、ポリリン酸類、動物質あるいは植物質としての有機化 

合物など各種の形態のリン化合物の全体のこと。 

    全リンは、無機性リンと有機性リンに分類される。 

    リンは窒素と並んで動植物の生育にとって必須の元素であるため、肥料や排水などに 

含まれるリンが海域や湖沼に流入すると、「富栄養化」の原因となる。 

 

 (3) Ｔ－Ｎ(全窒素)とは 

    水中に存在するいろいろな形態の窒素化合物の全体のこと。 

 全窒素は無機性窒素と有機性窒素に分類され、そのうち無機性窒素はアンモニア性窒 

素、亜硝酸性窒素、硝酸性窒素に分類される。また、有機性窒素は、タンパク質に由来 

するものとそうでないものとに分類される。 

    窒素はリンと並んで動植物の生育にとって必須の元素であるため、肥料や排水などに 

含まれる窒素が海域や湖沼に流入すると、「富栄養化」の原因となる。 

 

 (4) アオコとは 

    水中の植物プランクトン(ラン藻)が大量に増殖したもの。現象として湖沼の水面が緑 

色の粉をまいたようになり、青臭いカビ臭がする。 

    湖沼に窒素やリンなどの栄養物質が多く流入し、湖沼での「富栄養化」が深刻になる 

とアオコが発生するとされている。 

アオコの増殖に関わる環境条件には、湖沼に流入した水が再び下流の河川に出ていく 

までの「滞留時間」もあるとされている。また、ラン藻が増殖してアオコになるために 

は、少なくとも 1週間以上が必要である。 
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アオコの発生状況写真 

 

 

 

 

H28.9.16 大沼公園船着場             H28.9.20 大沼公園浮島周辺              

 

 

 

H28.9.20 折戸川水門            H28.9.20 東大沼キャンプ場桟橋              

 


